





















Terayama Shuji’s Television Documentary 
The Leading Part of This Age, the Flag of the Rising Sun：























































放送）は、制定されたはじめての建国記念の日を前に、街頭や職場などさまざまな場所で、 まざまな年齢層・職業の人々に問いかけ、日本人の日の丸に対する意識 国家観、愛国心などを探ったテレビ・ドキュメンタリーである。演出＝萩元晴彦、構成＝寺山修司、撮影＝岩月昭人、インタビュアー＝高木史子。放送日の『東京新聞』 （昭
42・２・９朝刊）
































































彦が作った質問項目を順不同で列挙してみよう。「日の丸といったら、まず何を思い浮かべますか」「あなた 家には日の丸はありますか」 「いつ誰が買ったものですか」「その日の丸はどこに掲げれば美しいと思いますか」 「なぜですか」「あなたは祖国と家庭とどちらを愛して ますか」 （ 「では喜ん 戦争に行くことができますか」 「ではあなたは喜んでお子さんを戦争に送り出すことができますか」 ）「日の丸はデパート 何売場で売っているか知っ「誰かに日の丸を振ってもらっ ことはありますか」 「いつ誰にですか」「日の丸を振ったことがありますか」 「いつ誰 ためにですか」「日の丸 赤は何を意味していると思いますか」「あなたに外人の友達はいますか」 どこの国の人ですか」 「も 戦争に
4に掲げると美しいと、はきはき答える。陸地への繋留間際で、揺れる小舟の上での作業途中に、ふらつく姿勢で綱を引きながら、懸命に答える小学生。あえてこんな不安定な状態のときに問いかけたこの場面は、穿った見方をすれば、復興・発展を遂げようとする戦後日本において左右両陣営の狭間でいまだ国家観が揺れ動いている成熟途上のさまを、この足元不安定な小学生に重ねたかのような比喩 なっている。　
同様に、六十代の男性が都会の街頭でインタビューに答えているが、
クローズアップで始まったそのカメラが引いていくと、その場所は大通り横断歩道の中央分離帯上である。赤信号から青信号に変わるまでの束の間がインタビュー時間だ。応答 最中も、右 左からと路面電車や大量 車 前後を流れていく。前にも後ろに 進め い赤信号の中央分離帯上という狭く不安定な場をあえて選んで、そこで問い けている。祖国を愛し、家庭を愛すというその男性は、しかし子供を戦争に送り出すことは絶対反対だという。右でもなく左でもなく、 「中間地帯」 身を置く平和感覚が、場の象徴性とともに表現されている。　「中間性」ということでいえば、アメリカ人の父親と日本人の母親を持つ二十代の青年が、深夜の街で訥々と、日本語で答 いる 祖国と家庭なら、家庭を愛すというそ 青年は、アメリカと戦争にな とても戦え いと答える。日の丸を振ったことはないが、一度振 みいといい、知っている軍歌として『異国 丘』 （作詞＝増田幸治、作曲＝吉田正）を 一曲歌いきる。それは狭間に立った自らの所在を探るかのような、しみじみとした歌声だ　「祖国と家庭とどちらを愛していますか」という単一の質問を次々と通行人にぶつけていく場面もある。女性の回答 ほとんど「家庭」であり、男性はさまざまだが、しかし「祖国」と答えたひとも喜ん 戦争に
ていく活気ある場面から始まる。 「日の丸といったら、まず何を思い浮かべますか」という問いへの答えは、国旗、梅干し、弁当、キャラメル、オリンピック、戦争……と老若男女さまざまで、 「日の丸の赤は何を意味していると思いますか」の問いに 太陽 血、天皇などが挙がる。　
街頭の雑踏での人間模様も興味深いが、一方、屋内でめまぐるしく働
いている最中のひとに、高木史子が果敢にマイクを差し出す様子も 熱気を伝える。カフェら き店内で、蝶ネクタイをした二十代の青年ウェイターが、手に皿を掲げたまま逐次答えて く。アメリカ人の友人がいるという彼は もし戦争になったら戦うことも殺 ことも仕方ない と答え 。番組後半部、特に力強い画面を生み出して のは、ダンサー群が行き交う公演楽屋の中で、演目交替のあわただ い束の間に ンタビューを受ける着飾った二十代女性ダンサーで 。祖国も家庭も両方愛しているが、戦争には行かないという彼女は アルゼンチンとブラジルの友人が て、戦争になったとしても こと できな いう。これから日の丸を振ることがあるとしたら オリンピックやアジア大会など平和のためだと笑顔で 、手に靴 持ったまま急いでステー へと向かっていく。背景には騒々しいダンス・ミュージックが流れ 行き交うダンサーの人影に遮られて、ときにその美しい顔が隠れたりぶ りもするが、画面はその華やかな応答を見届け 。　
地方の浜辺の小さな港で、学生服の男子小学生にインタビューする場




























いないし、公平に老若各世代の声を反映させた番組な に、だいたい、こう う電話をかけてくる感覚が異常ですよ」と首をか げている。
 
（ 『週刊新潮』 ）




































































































































































」 。手塚治虫（月） 、寺山修司（火） 、石丸


















ナムからの留学生を守ろう という呼びかけをする若い女性がいた。洋服屋さんが登場し、流行の既製服に反対して注文仕立ての良さを説き、既製服を好む精神は画一主義だ ら、やがては軍服 着 ベトナムへ連れてゆかれることにもな ぞ と言う。理屈は飛躍しているが、このおじさんのが、スピーチとしてはいちば うまい。
　



































































































































44）は、 「テレビは時間である」 「テレビは現在である」 「テレビ

















































































































































































































版』 〈ニューヨーク市にて取材分資料の一部〉が収録されており、必ずしもそのまま放送分に対応し いるわけではないようだが、この「顔しかうつさないアメリカ旅行記」 （寺山）の一面を窺うことができる。その質問項目を抜粋して紹介しておこう。「アメリカ人である事を誇りに思いますか」 「なぜですか」「今ここで何をしていますか」「ベトナム戦争をどう思「徴兵されたら、喜んで行きますか」 「憎くもない人間を殺せますか」「祖国と友情とどちらが大切 すか」「幸福とは何ですか」 「今、幸福ですか」「社会を維持するために差別は必要だと思いますか」「日曜日には何をしますか」「捨て子をどうしますか」「愛され いる確信はありますか」 「誰にですか」「キスの時眼をあけていますか」「アメリカ 英雄は誰ですか」「アメリカは自由の国だと思いますか」 「本当の自由とは何「生き甲斐は何ですか」「あなたは誰ですか」「私は日本人です。日本を知っていますか」
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いやがるのは女性に多いようだ。しかし全体とし 言えばアメリカ人は愛想がよく、ニコニコとよく答えている。ことに、な を答えたらいいかと考えあぐねる様子が少 、即座に答え、ちょっと気の利たことを言おうとする。日本でつくったものと比較すれば、日本人がまだまだ、ひっこみ思案で 自分の判断を要領よくスピーディーにち出してゆく訓練に欠けているこ がよく分るだろう。 （中略）
　






















































みでもあろう。 「偉大な思想などにはならなくともいいから、偉大な質問になりたい」 （ 『歌集
 田園に死す』跋、前掲）と語る寺山修司だが、


















































































 　「 〝偏向番組〟と調査／郵政相が閣議で報告」 （ 『朝日新聞』昭
42・２・
21


















































古波蔵保好「 〈見て聞いて〉イカした思いつき」 （ 『毎日新聞』昭
42・６・










































































































































はただの現在にすぎない』 （前掲） 、村木良彦『ぼくのテレビジョン』 （前掲）参照。
（
18） 　
民放初の本格的なドキュメンタリー番組であった日本テレビ『ノンフィク
ション劇場』も、昭和四十三年三月に放送終了。
（
19） 　『テレビマンユニオン史
　
1970-2005 』 （テレビマンユニオン、平
17）
 
（平成二十六年九月二十四日受理）
